
別紙１

第１章　総則
□ 特記事項なし。

第２章　工事費の積算
第３節　間接工事費

3-3　運搬費（p.2-43）
□ 「5 重建設機械分解・組立（輸送） (2)施工歩掛 表5.2 クレーンの規格選定」の規格改定。
3-8　技術管理費（p.2-50,51）
□ 「2 積算方法　(1) エ」マイクロフィルムの作成削除。
□ 「2 積算方法　(2) エ」① 保守点検削除。

第４節　林業土木工事における現場環境改善費の積算
4-1　林業土木工事における現場環境改善費の積算（p.2-61）
□ 「3 積算方法　(2)熱中症対策・防寒対策に関する費用について」を新規追加。

第３章　一般管理費等・工事日数
第２節　工事日数

2-1　工期の設定（p.3-5）
□ 「2 適切な工期の設定の取扱い (1) 表2-1 準備期間及び後片付け期間」の森林整備Bの日

数改定。
第４章　随意契約方式により工事を発注する場合の間接工事費等の調整

□ 特記事項なし。
第５章　仮設工

第２節　仮設材設置撤去工
2-1　仮設材設置撤去工（p.13-20）
□ ラフテレーンクレーン運転の規格を改定。

「4 施工歩掛」の備考、諸雑費率を改定。
第４節　足場工

4-1　足場材設置・撤去（p.5-25）
□ 「3 施工歩掛」の備考改定。

第５節　締切排水工
5-1　水替工（p.5-30～34）
□ 「3 排水方法の選定(2)機種の選定」の排水量区分を改定。

全揚程10ｍ以下の場合を追加。
□ 「6 単価表(3)機械運転」の指定事項改定。
5-2　水替工（小口径）（p.5-36～38）
□ 「4 運転歩掛」特殊作業員を削除。一般世話役、普通作業員（山林砂防工）を追加。諸雑費

率を改定。
「6 単価表(2)ポンプ運転」を改定。

5-3　土のう工（仮締切）（p.5-39）
□ 「2 施工歩掛(1)土のう歩掛」に撤去には中詰材排出を含む旨追記。
5-4　廻排水工（p.5-40）
□ 「2 施工歩掛(1)廻排水工（硬質塩化ビニル管人力布設）歩掛、(2)廻排水工（硬質塩化ビニル

管機械布設）歩掛」の備考を改定。
第６節　仮囲い工

6-2　切土及び発破防護柵工（p.5-42、45）
□ 「3 施工歩掛 ３－１機種の選定」ラフテレーンクレーンの規格を改定。

第７節　大型土のう工
7-1　大型土のう工（p.5-48～53）
□ 「１適用範囲」に移設を追加。
□ 「２施工概要」備考に各作業内容の説明を追記。
8-1　バイブロハンマ鋼矢板（H形鋼）打込・引抜（p.5-62）
□ 「５日当たり施工枚（本）数(3)諸雑費」改定

第９節　法面工（仮設用モルタル吹付工）
9-1　法面工（仮設用モルタル吹付工）（p.5-67、69）
□ 「３機種の選定」空気圧縮機、ホイールローダの規格改定。

林業土木積算基準（令和７年10月20日以降適用）の主な改定点
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第６章　土工
第３節　機械土工

3-2　機械土工（一般・土砂）（p.6-6～10,13,14）
□ バックホウの規格を改定。
□ 「3-2-4施工歩掛　3作業土工（床掘工）」に、林道工事における日当たり施工量に関する記

載を追記。
□ 「3-2-4施工歩掛　６単価表　(5)機械運転単価表」の指定事項改定。
3-3　機械土工（一般・岩石）（p.6-17～19）
□ 大型ブレーカ掘削・床掘、人力併用機械掘削における規格（油圧式600～800㎏級）を追加。
□ 「3-3-5施工歩掛」について、諸雑費率を追加。チゼル損耗費を削除。

第４節　山地治山土工
  　 4-3　埋戻工（p.6-29～31）

□ 新設
     4-4　盛土工（p.6-32～34）

□ 新設
第５節　土の敷均し締固め

5-1　機械盛土（A)（p.6-41）
□ 「5-1-3施工歩掛」について、備考を改定。
5-2　機械盛土（B)（p.6-43～45）
□ 「5-2-2機種の選定」について、ブルドーザ規格（15t級、21t級）を削除。

第７章　運搬工
第２節　ケーブルクレーン運搬
   2-1　ケーブルクレーン運搬（p.8-11）

□ 「 ９単価表(4)ケーブルクレーン運転」運搬器具賃料を追加。
第５節　不整地運搬車運搬

     5-1　不整地運搬車運搬（p.8-22～23）
□ （旧）5-1不整地運搬車運搬（資材）、（旧）5-2不整地運搬車運搬（土砂）を削除。5-1　不整

地運搬車運搬新設。
第８章　一般施工

第15節　かご枠工
15-1　かご枠工（p.8-41,42）
□ 「4施工歩掛」の人工及びﾊﾞｯｸﾎｳ運転を改定
「第17節　排水材設置工」を追加
□ 「水平排水材設置　S2800」「フィルター層敷設　S2810」を追加

第９章　杭打工
□ 特記事項なし。

第10章　型枠・コンクリート工
第２節　コンクリート工（治山ダム工等）

2-4　コンクリートポンプ車打設（治山ダム工等）（p.10-5～7）
□ 「2-4-3施工歩掛」の備考３に、圧送延長30ｍまでの費用を含むことを明記。
□ 「2-4-5コンクリート圧送管組立・撤去」の延長単位を改定。複数回の組立・撤去が必要となる

場合について明記。
第３節　型枠工

3-1　治山ダム型枠（p.10-12）
□ 「3-1-1適用範囲」に、基礎地盤が岩盤の際に均しコンクリートを別途計上することを明記。
3-2　丸太残存型枠工（治山ダム用）（p.10-13,14）
□ 「3-2-3施工歩掛」に内部支保材として「リップ溝形鋼」、「ボルト」、「路盤紙」を追加。諸雑費

を改定。備考1に諸雑費に関する費用の記載を改定。
□ 上記に伴い「3-2-4単価表」を改定。

第11章　山腹・法面工
第１節　山腹工

1-1　法切工（人力施工）（p.11-1）
□ 「2施工歩掛」に法切前の斜面勾配による数量を追加、諸雑費を改定。備考1及び2を追加。

第２節　法面整形工
2-3　切土法面整形（p.11-6）
□ 「1施工歩掛　(2)人力切土法面整形」の諸雑費率を改定。
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第１節　道路土工
1-1　切土運土（岩石類）（p.12-1）
□ 大型ブレーカ掘削の規格を追加。

□ 特記事項なし。

第２節　植栽工
2-1　地拵え（p.14-1,2）
□ 「1人力施工歩掛」の備考4において、（山林砂防工）の記載を削除。
□ 上記に伴い「3単価表　(1)地拵え（人力施工）」の（山林砂防工）の記載を削除。

第６節　材料小運搬
6-1　人肩小運搬（苗木等資材）（p.14-28,29）
□ 「6-1　人肩小運搬（苗木等資材）」を「6-1　苗木等運搬　(1)人力苗木運搬」に変更。
□ 「(2)コンテナ苗運搬」を追加。

□ 特記事項なし。

第１節　路面路盤工
1-2　砂利路盤工（機械・人力施工）（p.16-2～6）
□ 「4(2) 路床掘削」「4(4) 締固め」を追加。

バックホウ、小型バックホウの規格を改定。
「6 単価表」(5)振動ローラの指定事項改定。

1-3　コンクリート路面工（p.16-7～9）
□ 「2 施工概要」「3 機種の選定」を追加。

「4 施工歩掛」「5 路盤紙敷設歩掛」「6 溶接金網敷設歩掛」改定。「7 養生工歩掛」を追加。
「8 単価表」を追加。

□ 特記事項なし。

第18章　機械運転
□ 特記事項なし。

第19章　市場単価・標準単価
第６節　道路反射鏡設置工〔標準単価〕

□ 道路反射鏡設置工〔市場単価〕を削除。道路反射鏡設置工〔標準単価〕を新設。
第20章　建設機械等損料・賃料

第２節　建設機械損料算定表
2-1　建設機械損料算定表（p.20-2）
□ 以下の損料を削除。

MR7420 コンクリートバケット　0.5㎥ 標準型

設計積算参考資料
第１　共通資料

1-1　積算単価の決定方法　（参-5）
□ 「２　単価決定方法 (2) 2)見積による場合」について、最低値から平均値に改定したことから、

実施要領によることとした。
1-2　積算歩掛の決定方法　（参-5）
□ 「２　見積による歩掛決定方法」について、最低値から平均値の直近下位価格に改定したこと

から、実施要領によることとした。また、実施要領に記載がない項目（補足）を追加した。
1-3　新潟県土木工事等基礎単価表及び林業土木積算基準等の公表　（参-6）
□ 「２　閲覧設計書における単価及び歩掛の公表～」について、令和6年4月10日付け治第98

号及び治第99号を廃止し、令和7年10月2日付け治第508号「閲覧設計図書(単抜設計書)に
おける単価・歩掛の取扱いについて」に統合した。

第９　施工パッケージ施工単価（SCBコード）一覧表
9-1　施工パッケージ施工単価（SCBコード）一覧表　（参-48～53）
□ 令和７年度林野庁改正に基づき改定。

改定内容の詳細は、林野庁ホームページ（下記URL）参照。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sekou/gijutu/sekisan_kijun.html

第16章　道路・交通安全施設工

第17章　舗装工

第14章　植栽工及び森林整備等

第13章　根固ブロック工

第15章　地すべり防止工

第12章　標準設計
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